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平成２９年１１月伊勢原市教育委員会定例会議事録 

 

 

１ 開催日時 

  平成２９年１１月２８日（火）午前９時３０分から午前１０時００分 

 

２ 開催場所 

  市役所 ３階 第２委員会室 

 

３ 教育長及び委員 

  教育長          鍛代 英雄 

 教育長職務代理者    重田 恵美子 

委 員         菅原 順子 

  委 員         渡辺 正美 

    委 員         永井 武義 

 

４ 説明のため出席した職員 

    教育部長         谷亀 博久 

    学校教育担当部長     大髙 敏夫 

   教育総務課長        古清水 千多歌 

歴史文化担当課長     立花 実 

  学校教育課長       守屋 康弘 

    教育指導課長       石渡 誠一 

  社会教育課長       小谷 裕二 

図書館・子ども科学館長  麻生 ひろ美 

教育センター所長     本多 由佳里  

 

５ 会議書記 

    教育総務課 総務係長      瀬尾 哲也 

 

６ 傍聴人 

  なし 

 

７ 議事日程 

  日程第１  前回議事録の承認 

日程第２  教育長報告       

日程第３  教育委員報告   

 

  －－－－－－－－－－－－－－ ○ －－－－－－－－－－－－－－－ 

午前９時３０分   開会 
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○教育長【鍛代英雄】 

 定刻となりました。ただ今から教育委員会議を開催いたします。 

 

日程第１ 前回議事録の承認  

 

○教育長【鍛代英雄】 

 日程第１、前回議事録の承認について、お願いいたします。 

 

○教育長及び全委員 承認 

 

 

 －－－－－－－－－－－－－－ ○ －－－－－－－－－－－－－－－ 

日程第２ 教育長報告 

 

○教育長【鍛代英雄】 

 日程第２「教育長報告」をいたします。本日は平成２８年度神奈川県児童・生

徒の問題行動等調査における伊勢原市の調査結果と、平成２９年度全国学力・学

習状況調査の伊勢原市の調査結果、そして行政文書公開請求の３件です。３件と

も学校教育担当部長から報告します。お願いします。 

○学校教育担当部長【大高敏夫】 

 まず、平成２８年度神奈川県児童・生徒の問題行動調査における伊勢原市の調

査結果についてでございます。資料１をご覧ください。 

 この調査は、毎年度、文部科学省が全国の全小学校・中学校・高等学校を対象

に、暴力行為、いじめ、不登校、自殺、出席停止の状況を調査・集計しているも

のに、神奈川県が独自に調査項目を追加し、１０月２６日に文部科学省が公表し、

翌日２７日に新聞等でも報道されたものでございます。こちらの資料につきまし

ては、１１月２０日から伊勢原市のホームページで公表しております。 

 内容については以前説明させていただいておりますので、本日は説明を割愛さ

せていただきます。なお、校長会への報告はいたしております。以上でございま

す。 

 続きまして、資料２をご覧ください。平成２９年度の全国学力・学習状況調査

の結果でございます。これにつきましても、ホームページで公表してございます。 

 まず１ページをご覧ください。「１ 教科に関する調査の結果から」の「（１）

平均正答率」についてですが、小・中学校ともに国・県と比較して平均正答数、

平均正答率と大きな差が見られない結果となっております。全国の平均正答率と

比較する上で、教育委員会としましては、プラスマイナス５％を誤差の範囲と考

える文科省の見解を踏まえまして、小・中学校ともに国・県とほぼ同程度の結果

であったと確認しております。 

 続きまして２ページをご覧ください。「教科・設問ごとの分析結果」につきま

しては、各教科の習得の状況が良好であると見られる特徴と、指導の改善・充実
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の求められる課題とが見られ、それぞれの資料にまとめさせていただきましたの

でご確認ください。 

 特に小・中学校ともに言えることとして、各教科において、課題の内容やその

意図を捉え、児童生徒が思考したことを的確にまとめて書いたり説明したりする

機会を多く設けることができる授業の工夫が重要であると思われます。 

 続きまして３ページをご覧ください。「２ 児童生徒質問紙調査の結果から」に

ついて、考察を申し上げます。 

 「（１）児童生徒の生活に対する意識」に関して、３ページ下段の「いじめは

どんな理由があってもいけないことだと思いますか」の質問に対しまして、「当

てはまる」「どちらかといえば当てはまる」と答えた割合が９０数パーセントと

高い割合を示しておりますが、中学校においては減少傾向が続いておりますので、

この点につきましては１００％を目指していかなくてはいけないと考えており、

引き続き児童生徒の意識を高めていくことが重要であると考えております。 

 続きまして４ページをご覧ください。メディアとのかかわりに関して、伊勢原

市の児童生徒は携帯電話、スマートフォン、ゲームの利用時間も長い傾向にござ

います。市内の中学生が作ったスローガンを踏まえまして、家庭でも保護者と子

どもが使い道について話をする機会を持ってもらえるよう、保護者会等で話をし

ていただきたいと考えております。 

 続きまして５ページをご覧ください。児童生徒の授業の受けとめ方に関してで

す。ここ数年先生方に重ねてお願いしてきて取り組まれてきたことが、児童生徒

にしっかり伝わっていると考えております。引き続き授業における目当ての提示

と、振り返りを行うことで授業の目的が意識付けられるようにお願いしておりま

す。 

 続きまして６ページの中段になります。児童生徒質問紙調査と教科に関する調

査のクロス集計の結果でございます。資料にあるような傾向の児童生徒の正答率

が高いという結果になっております。 

 同じ６ページで、学校がより良い授業実践に向けて重視していきたいことです

が、資料にあるように教科ごとに記載させていただいた内容について、各学校で

児童生徒を指導する教員に対して問題提起をしていく予定です。教育委員会とし

ましても、年次研修等の中で先生方に研修・指導していきたいと考えております。 

 ７ページの真ん中より下のところですが、家庭にお願いしたいこととして、基

本的に昨年度と同じ内容を記載しています。 

 今回の内容につきましては、先日の校長会でも報告いたしまして、学校だより、

保護者会、地域連絡会等での周知をしていただくようお願いしてございます。特

に、７ページにあります「家庭にお願いしたいこと」に関しましては、保護者会

等で是非伝えてくださいということを指示してあります。説明は以上でございま

す。 

 続きまして、報告の３つ目の情報公開請求について、口頭で報告をさせていた

だきます。 

 教科書採択にかかわる文書につきまして、１０月１８日から現在まで２件の公
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開請求がございました。２件とも教科書の発行者からの請求でございます。 

 請求内容につきましては、主に平成２９年度教科書図書採択検討委員会におけ

る検討委員、調査委員名簿、５地区合同で行った調査結果の結果等でございまし

た。請求内容につきましては、全て公開とし、既に請求者に公開しております。

情報公開請求につきましては以上でございます。 

○教育長【鍛代英雄】 

 以上３件の報告ですが、御意見、御質問等がございましたらお願いいたします。 

○委員【永井武義】 

 ただいまの問題行動等の調査結果と、全国学力・学習状況調査の関係ですが、

これらは透明性や情報発信という観点から公開としておりますが、保護者や市民

の方がホームページを見て、問い合わせ等の例はあるのでしょうか。 

○教育指導課長【石渡誠一】 

 今年に関してはこれまで特にございません。過去も特段、ホームページをご覧

になっての問い合わせ等はございません。 

○委員【永井武義】 

 ホームページへのアクセス数を把握することはできますか。 

○教育指導課長【石渡誠一】 

 技術的には可能だと思いますので、確認してみます。 

○教育長【鍛代英雄】 

 他にどうでしょうか。 

○委員【渡辺正美】 

全国学力・学習状況調査の分析についてですが、５ページ目の児童生徒の授業

の受けとめ方に関して二つの項目で調査が行われ、結果をみますと、全体的には

伸びてはいます。授業のめあてと振り返りについては、指導主事や学校での様々

な研修の中で述べられていることだろうと思いますが、この資料においては、全

国との数字的な比較だけですので、少し説明が欲しいという印象を受けます。た

だ、今後取り組むべき方向性として、６ページから７ページに記載がありますの

で、その辺りをどこかで是非学校に対しては、文字や言葉としての呼びかけや、

あるいは学校現場で先生方に一つの課題として呼びかけなどを行うといった工夫

をされたほうがいいのではないかという印象を受けました。 

○教育長【鍛代英雄】 

 今の御意見に対して、どうでしょう。 

○教育指導課長【石渡誠一】 

 これまでも同様の御意見をいただいて、校長会等の様々な場において、校長や

教員に対して伝えているところです。また、年次研修において、指導主事が授業

づくりについて個々の教員と関わったり、あるいは個々の教員と関わるときに学

年の先生方も一緒に携わって指導案づくりをすることもございますので、そうい

った機会を通してめあてを示したり、振り返りをして意識付けを図るといったこ

とは、本市の学習指導において大切にしていくということで取り組んでおります。 

 実際には、取り組んではいるのですが、子どもに意識付けされていないという
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部分も多少あろうかと思いますので、今後もしっかりと継続して取り組んでいく

中で、結果としてそれが数値に表れるようにつなげていかなければならないと考

えております。 

○教育長【鍛代英雄】 

 よろしいでしょうか。他に何かございますか。 

○委員【菅原順子】 

 今の渡辺委員の質問と関係することですが、めあてとかねらい、振り返りが、

伊勢原の場合、全国と比べて５ポイント以上の差があるという点に関してですが、

クロス集計はされているのでしょうか。６ページの３に質問紙調査と教科に関す

るクロス集計があるのですが、差は出ていないのですか。 

○教育指導課長【石渡誠一】 

 後ほど確認いたしますが、クロス集計の中で結果の差にも現れているのが全国

的な傾向でございますので、再確認をした上で、それらも踏まえて学校への周知

を図っていきたいと考えております。 

○委員【菅原順子】 

 先日、道徳の研究会を拝見した際は、はっきりと授業のめあてだとか、最後の

振り返りというのが、非常にわかりやすい形でなされていましたので、そのよう

なことを全学校で進めていただきたいと思っています。 

 また、伊勢原の特徴といいますか課題であり、スマートフォンやゲームを行う

時間についてですが、中学校では４ページのグラフを見ると、２時間以上使う子

が３割から４割に上がってしまったりとか、５ページのゲームを２時間以上する

という割合もかなり伸びているのですが、これまでの学校や生徒会を挙げての努

力に反して、スマートフォンとゲームを合わせて４時間も費やしています。４時

間以上の子がこんなに多くいることに少し残念な感想を持ちましたが、それにつ

いて何かありますか。 

○教育指導課長【石渡誠一】 

 これについては、課題であると認識しています。実際は家庭での指導が重要と

なりますが、学校においても必要に応じて保護者に対してお願いはしております。

また、問題行動の視点から見ますと、以前、市内中学校でスマートフォンの使い

方についてのスローガンを作ってからは、正式にデータはとってはいませんが、

生徒間のトラブルは随分減ったようです。当然、学力の問題とも絡んできますの

で、今後も様々な機会を捉えて啓発していきたいと思います。 

○委員【菅原順子】 

 もう１点、問題行動等の調査結果の関係でよろしいでしょうか。４ページのい

じめの事例で、クラスの中で悪口を言い合ったり、互いに無視し合ったりすると

あり、学校での対応上の留意点として、双方向の関係が一方的な関係に変わった

見極めが必要であるとの記載があります。悪口を言い合うとか無視し合うという

のは、これは双方向の関係ですので、人間関係の中ではあることですので、これ

をいじめと言えるのかなと言う気がします。これが一方的、あるいは集団による

一方方向の関係になった時がいじめなのではないかなと思うのですが。そのあた



 - 6 -

りの認識はいかがでしょうか。 

○教育指導課【石渡誠一】 

 そういった双方向のやりとりの中であった場合でも、結果として一方の生徒が

いじめられていると受けとめていたり、あるいはお互いにそう受けとめることも

ありますので、そういった場合には、いじめと認知しております。 

○委員【菅原順子】 

 広義のいじめということですね。 

○教育指導課【石渡誠一】 

 はい。 

○委員【菅原順子】 

 わかりました。 

○教育長【鍛代英雄】 

 他にいかがでしょうか。 

○教育長職務代理【重田恵美子】 

 同じく問題行動等の調査の関係ですが、６ページの学年別の小・中学校の不登

校児童生徒の件数ですが、小学校の場合、４年生・５年生が他の学年よりもぐん

と高いです。中学校も１年生よりも２年生・３年生が多いのは、どういうことが

考えられるのでしょうか。 

○教育指導課長【石渡誠一】 

 一つの傾向としては、子どもたちが成長していく過程の中で、最初の頃は親に

学校に行きなさいと言われれば、親の言ったことに従って何とか学校に通ってい

たけれど、成長とともに段々本人の意志で行かなくなるケースも増えてくると考

えられます。理由や状況は様々ですが、小学校では、ある程度学年が進んだ段階、

中学校についても同様に頑張って通っていたけれど、様々な人間関係や学習状況

等が原因で、先ほど申し上げたとおり本人の意志で学校に行かない、あるいは行

けない状況も出てきていると考えます。 

○教育長職務代理【重田恵美子】 

 わかりました。 

○教育長【鍛代英雄】 

 他にはよろしいでしょうか。 

 無いようですので、次に進ませていただきます。 

 

 

  －－－－－－－－－－－－－－ ○ －－－－－－－－－－－－－－－ 

 

日程第３ 教育委員報告 

○教育長【鍛代英雄】 

 日程第３、教育委員報告でございます。よろしくお願いいたします。 
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○委員【渡辺正美】 

 平成２９年度神奈川県市町村教育委員会連合会研修会の報告です。資料３をご

覧ください。平成２９年１０月３１日の火曜日、午後２時から、大和市の新しく

できました「やまと芸術文化ホール（シリウス）」のサブホールで開催され、わ

れわれ教育委員４名で参加いたしました。全体で約１３０名の参加がございまし

た。 

 はじめに主催者の挨拶からはじまり、次に講演が行われまして、横浜国立大学

の高橋勝名誉教授から演題「道徳の教科化について」、サブタイトルが「教科化

の背景と今後の展開」ということで話をされました。 

 内容としては指導上の技術的な話というよりも、道徳が教科化されることでど

のような方向性を持って国民を育てていくかといったことを考えることが話の根

底にございました。次期学習指導要領では、答えが１つではない課題に対し、子

どもたちが考え、議論する道徳への展開により、子どもの道徳性を育んでいくこ

とが盛り込まれています。そして、講師の先生からは、道徳を考える上での背景

にあるものとして、資料にも記載しましたが、情報、経済のグローバル化の進展

や情報通信技術等の科学技術の進歩、かつてないスピードでの少子高齢化の進行

といったことについて、様々な解説、説明がございました。また、道徳意識の変

化の話として、日本が江戸から明治、大正、昭和といった時代は、伝統的な農村

型コミュニティ（共助）による道徳的意識の中で日本人は育ってきましたが、現

在は、西欧米の都市型コミュニティ（自立と共生）という道徳意識が、いろいろ

な局面で広まってきており、そういった中で、これからの子どもたちは生きてい

くため、多様な意見を反映した話し合いによって自立心を高めていき、そして、

都市型コミュニティ等がつくり出す、自立、多様性、共生ということをキーワー

ドにしながら、子どもたちが道徳性を身に付けていくことが必要であるといった

お話をいただきました。 

 そして、学校における道徳教育の充実や発展に向け、資料にも記載しましたが、

これからの道徳教育では、子どもたちがひとりよがりの思い込みや独善的な正義

感に陥らず、様々な当事者の声に耳を傾け、広い視野で意見を交換して深く考え

る自省心と実践力を養うことが大切であり、「考え、議論する道徳教育」を推進

することが、結果として多種多様な人々と「共に学び、共に生きるコミュニティ

意識の溢れた市民、公民」を育成することにつながっていくといったお話をされ

ました。 

 道徳教育の教科化に向け、市内の小学校で行われている実践的な取組の他に、

今回の話のような大きな意味での道徳教育について話を聞くことができ、大変良

い研修の機会になりました。以上でございます。 

○教育長【鍛代英雄】 

 ありがとうございました。 

 ただいまの報告につきまして、何か御意見等ありましたらお願いいたします。 

 よろしいでしょうか。 

 



 - 8 -

  －－－－－－－－－－－－－－ ○ －－－－－－－－－－－－－－－ 

 

その他事項 

 

○教育長【鍛代英雄】 

 それでは最後にその他ということですが、委員の皆さんから何かありますでし

ょうか。 

 事務局からはありますか。無いようですので、それでは最後に来月の定例会の

日程をお願いします。 

 

○教育総務課長【古清水千多歌】 

 １２月の定例会は、１２月２６日の火曜日、午前９時３０分から市役所３階の

第２委員会室においての開催となります。 

 

○教育長【鍛代英雄】 

 それでは、以上をもちまして本日の教育委員会議は閉会とさせていただきます。

ありがとうございました。 

 

 

午前１０時００分   閉会 

 

  －－－－－－－－－－－－－－ ○ －－－－－－－－－－－－－－－ 

 

＜配付資料＞ 

 

□資料１：平成２８年度神奈川県児童・生徒の問題行動等調査における伊勢原市

調査結果について 

□資料２：平成２９年度全国学力・学習状況調査の伊勢原市結果の分析について 

□資料３：平成２９年度神奈川県市町村教育委員会連合会研修会 

 

 

 

 


































